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新
あたら

しい年
とし

が始
はじ

まりました。「バランスの良
よ

い食
しょく

事
じ

」と「規
き

則
そく

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

」を心
こころ

がけ、充
じゅう

実
じつ

した1年
ねん

を過
す

ごしましょう。                                   

 

 

 

 

＜１月
がつ

の献
こ ん

立
だ て

テーマ＞        学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月
がつ

の給
きゅう

食
しょく

目
もく

標
ひょう

   給
きゅう

食
しょく

について調
しら

べましょう 

1月
がつ

24日
か

から3０日
にち

は「全
ぜん

国
こ く

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」です。日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は130年
ねん

以
い

上
じょう

もの歴
れき

史
し

があり、時
じ

代
だい

とともに給
きゅう

食
しょく

の役
やく

割
わり

や

内
ない

容
よう

も変
へん

化
か

してきました。今
こん

月
げつ

は「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

メニュー」として、いろいろな時
じ

代
だい

の給
きゅう

食
しょく

が登
とう

場
じょう

します。 

また、昔
むかし

の給
きゅう

食
しょく

について調
しら

べたり、家
いえ

の人
ひと

に子
こ

どものころの学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

について話
はなし

を聞
き

いたりしましょう。 

 

A：２３日
にち

（木
も く

）、B：２４日
か

（金
きん

）  【明
めい

治
じ

22年
ねん

】 

 

 

 

 

明
めい

治
じ

22年
ねん

山
やま

形
がた

県
けん

の忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、おなかをすかせた子
こ

ども

たちにお昼
ひる

ごはんを出
だ

したのが、給
きゅう

食
しょく

の始
はじ

まりです。その時
とき

のメ

ニューは「おにぎり、焼
や

き魚
ざかな

、つけもの」でした。 

A B：２７日
にち

（月
げつ

）  【昭
しょう

和
わ

２0～３０年
ねん

代
だい

】 

 

 

 

この時
じ

代
だい

は肉
にく

が高
たか

くて手
て

に入
はい

りにくかったため、安
やす

いくじらの肉
にく

が多
おお

く食
た

べられていました。米
べい

飯
はん

給
きゅう

食
しょく

はなく、コッペパンと脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

（ミルク）とおかずの給
きゅう

食
しょく

でした。 

A：２９日
にち

（水
すい

）、B：２８日
にち

（火
か

）  【昭
しょう

和
わ

４0年
ねん

代
だい

】   

 

 

 

 

大
おお

きなコッペパンが食
た

べやすくなるように、カレーシチュウやフ

ルーツクリームなどが一
いっ

緒
しょ

に出
だ

されました。また、このころから脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

に代
か

わり、牛
ぎゅう

乳
にゅう

が出
だ

されるようになりました。 

昭
しょう

和
わ

50年
ねん

代
だい

ごろから米
べい

飯
はん

給
きゅう

食
しょく

も行
おこな

われるようになりました。 

 

A：２８日
にち

（火
か

）、B：２９日
にち

（水
すい

） 【平
へい

成
せい

】  

 

 

 

 

現
げん

在
ざい

の給
きゅう

食
しょく

は地
じ

場
ば

産
さん

物
ぶつ

や郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

、外
がい

国
こく

の料
りょう

理
り

など、バラ

エティー豊
ゆた

かな献
こん

立
だて

があります。「津
つ

ギョウザ」は津
つ

市
し

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

で誕
たん

生
じょう

したメニューです。 

A：２４日
か

（金
きん

）、B：２３日
にち

（木
も く

） 【終
しゅう

戦
せん

直
ちょく

後
ご

】  

 

 

 

 

「すいとん」は、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

をお湯
ゆ

でこねただんごが入
はい

った汁
しる

物
もの

で

す。戦
せん

後
ご

は食
た

べるものが少
すく

なくて、ほとんど具
ぐ

のない「すいとん」

でした。また外
がい

国
こく

から送
おく

られてきた脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

をお湯
ゆ

でといたミル

クが飲
の

まれていました。 

米
べい

飯
はん

 牛
ぎゅう

乳
にゅう

  

さけの塩
しお

焼
や

き 即
そく

席
せき

漬
づけ

 みそ汁
しる

 

 

 

小
こ

型
がた

玄
げん

米
まい

パン いちごジャム 牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

すいとん 千
ち

草
ぐさ

あえ 

 

米
べい

飯
はん

 牛
ぎゅう

乳
にゅう

 くじらのノルウェー風
ふう

 

ごまキャベツ 村
むら

雲
くも

汁
じる

 

 

コッペパン 牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

カレーシチュウ フルーツクリーム 

 

 

米
べい

飯
はん

 魚
さかな

ふりかけ 牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

津
つ

ギョウザ 魚
うお

めんのスープ 

 
昔
むかし

は、子
こ

どもたちに栄
えい

養
よう

をつける目
もく

的
てき

だった給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

も、今
いま

では、健
けん

康
こう

な体
からだ

づくりや食
しょく

事
じ

全
ぜん

般
ぱん

につい

て理
り

解
かい

を深
ふか

める「食
しょく

育
いく

」の場
ば

になっています。 

 

みえ地
じ

物
もの

一
いち

番
ばん

給
きゅう

食
しょく

の日
ひ

 

【さつまいも】 

風邪
か ぜ

をひきにくくするビタミンＣ
シー

やおなかの 

調
ちょう

子
し

をととのえる食
しょく

物
もつ

せんいが豊
ほう

富
ふ

です。 

今月
こんげつ

は１６日
にち

(木
もく

)と１７日
にち

(金
きん

)です。 

Q１． 米
こめ

や野
や

菜
さい

などの値
ね

上
あ

がりが続
つづ

いているが給
きゅう

食
しょく

費
ひ

への影
えい

響
きょう

は？ 

A. 食
しょく

材
ざい

料
りょう

費
ひ

の物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

分
ぶん

(一人
ひ と り

につき、ひと月
つき

あたり８５０円
えん

程
てい

度
ど

)を 

市
し

が負
ふ

担
たん

し、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

さまの負
ふ

担
たん

額
がく

を据
す

え置
お

いています。 

 

Q２． 給
きゅう

食
しょく

献
こん

立
だて

への影
えい

響
きょう

は？ 

A. 公
こう

費
ひ

負
ふ

担
たん

と献
こん

立
だて

の工
く

夫
ふう

、食
しょく

材
ざい

購
こう

入
にゅう

の工
く

夫
ふう

により、これまでどおり安
あん

全
ぜん

・ 

安
あん

心
しん

で栄
えい

養
よう

バランスのとれた給
きゅう

食
しょく

を提
てい

供
きょう

できるよう努
つと

めております。 


